
李
安
朝
に
於
げ
る
舞
踊
に
つ
い
て

（
中
）

四
内
宴
そ
の
他
の
朝
儀
ビ
唐
風
舞
踊

　
耶
安
の
世
舞
妓
出
演
の
こ
ご
あ
り
し
朝
儀
は
、
輩
に
踏

欧
の
み
に
限
ら
ざ
り
き
。
正
月
七
日
及
内
宴
の
如
き
み
な

そ
の
演
技
を
行
は
れ
、
ま
た
臨
時
に
御
覧
せ
ら
る
、
も
多

く
あ
り
し
な
ら
む
〇
九
暦
天
徳
三
年
十
月
十
九
日
條
に
、

　
　
平
内
敷
坊
女
妓
於
清
聴
殿
下
渡
殿
、
命
弾
琴
、
給
饗

　
　
振
事
、

　
親
交
は
昔
樂
の
例
な
れ
ご
も
、
舞
踊
に
つ
い
て
も
同
一

の
事
實
あ
る
べ
し
Q
而
し
て
か
く
の
如
き
状
態
を
保
て
り

し
理
由
も
ま
た
察
す
る
に
難
か
ら
す
。
そ
は
當
時
に
於
け

る
雅
樂
の
舞
踊
が
技
術
者
側
よ
り
し
て
も
観
者
の
方
面
よ

り
し
て
も
、
互
に
興
味
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
從
て
演
奏
が

　
　
　
第
・
七
曜
　
　
研
　
究
　
　
第
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

櫻

井

秀

形
式
化
す
る
こ
ご
な
く
、
何
人
も
席
に
於
て
倦
怠
を
滅
す

る
の
恐
れ
な
か
り
し
に
基
く
も
の
と
信
ず
。

　
内
宴
は
初
春
宮
廷
の
嘉
例
に
し
て
、
弘
仁
年
中
に
起
原

　
　
　
　
　
　
恥

す
ご
託
せ
ら
る
。
そ
の
式
日
は
廿
一
日
に
し
て
、
稀
に
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

ら
ざ
・
・
墓
あ
暮
。
。
、
泰
東
雛
四
醜
業
正
朋
雷
雨

二
十
一
日
天
子
内
宴
於
近
臣
、
（
中
略
）
内
教
坊
奏
女
樂
し
書
兄
ゆ
。
　
然
れ
。
ε

も
、
菅
家
丈
草
・
巷
三
の
詩
題
に
筆
「
正
月
二
十
口
有
感
（
禁
中
内
宴
之
臼
也
）
」

“
卿
解
吸
い
つ
れ
に
し
て
も
，
當
日
の
女
難
は
上
下
の
期
待

頗
ぶ
る
大
に
し
て
詩
人
が
特
に
そ
の
美
槻
を
詠
せ
し
も
の

多
く
世
に
傳
は
れ
り
。
菅
家
文
草
懇
三
所
牧
の
作
に
も
、

　
　
　
　
早
春
内
宴
、
聴
官
妓
蒲
柳
花
怨
曲
言
製
、

　
　
官
妓
誰
非
奮
李
家
、
就
中
脂
粉
惣
恩
華
、
○
中
略
登

　
　
取
調
情
怨
柳
花
、
叢
論
欝
欝
瓢
緑
朶
、
獣
酎
不
畳
落

　
　
笹
葺
、
蝕
翁
忌
在
微
臣
聴
、
腰
巻
早
行
海
上
沙
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
九
　
（
九
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

　
　
○
讃
毅
二
六
り
し
亡
き
の
作
に
し

　
　
て
、
仁
湘
二
年
の
も
の
ミ
い
ふ
。

　
書
初
の
妓
女
は
唐
均
し
て
舞
踏
せ
し
も
の
な
る
べ
き
へ

そ
の
風
を
徴
す
べ
き
も
の
あ
ら
す
。
た
や
績
敷
訓
抄
に
、

次
の
如
き
一
飾
あ
り
て
、
年
中
行
事
蚕
懇
内
宴
に
描
出
せ

し
舞
妓
の
風
が
後
世
総
袋
囁
の
も
の
な
る
こ
ご
を
確

示
せ
り
。

　
　
元
興
寺
賢
藏
二
、
玉
樹
装
束
ノ
櫃
ト
イ
フ
銘
候
ヒ
シ
、
．
．
．

　
　
件
ノ
裟
來
ノ
艘
ラ
披
見
セ
ラ
ル
・
ト
コ
ロ
ニ
、
凡
愚
限
ノ
及

　
　
ブ
ト
コ
ロ
ニ
ァ
ラ
ズ
、
憎
通
ク
叢
円
塔
公
亦
白
里
…
ノ
玉
ラ
脅
貝
キ
、
五

　
　
色
ノ
ロ
ヲ
荘
レ
リ
、
…
…
－
…

難
衣
鶴
略

学
齢
亜
鈴

離
離
・
・
）
，

赤
前

レ裳

テノ

覆前

フx
　コ

　
　
　
　
、

鳳
轟
剤
踏
翫
タ
リ

　
　
コ
レ
ラ
一

斗
福
　
雀
玉
ト
云
．

暴
八
燕
建
重
ノ

金
蘂
影
無
罪
懸
蓮

路
ナ
リ
玉
目
饗

　
　
イ
肩
覆
杁
頑
篭
秘
色

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
一
〇
〇
（
一
〇
〇
）

　
本
文
は
寛
治
二
年
匡
房
の
注
進
ご
画
せ
ら
る
、
も
の
に

し
て
、
緑
羅
衣
こ
い
ひ
青
裳
ご
い
ふ
の
類
は
實
見
者
の
物

状
を
記
す
る
の
僻
、
碧
落
金
雀
玉
な
ざ
い
ふ
は
其
品
の
實

幕
に
し
て
、
（
附
箋
な
ざ
の
晒
せ
し
に
よ
り
て
あ
げ
し
な
る

べ
し
）
。
是
に
よ
り
妓
女
服
飾
の
一
端
を
想
像
し
得
ら
る
。

帥
ち
玉
樹
後
庭
花
を
舞
ふ
ε
き
は
、
天
冠
名
鋏
及
金
千
差

を
装
ひ
、
碧
衣
、
志
野
裳
に
金
雀
玉
禰
弊
害
袴
を
著
し
、

赤
き
蔽
膝
（
？
）
及
肩
覆
名
峡
を
加
へ
、
鳳
沓
を
穿
ち
た
り

し
な
り
。
此
種
の
服
制
を
以
て
内
宴
舞
妓
圖
の
そ
れ
に
比

す
れ
ば
、
保
元
以
降
の
そ
れ
が
誓
制
を
存
せ
ざ
る
こ
ざ
籐

に
明
臼
な
る
べ
し
。
古
一
「
山
科
家
装
束
部
類
贔
鞘
舗

痢
難
携
嘱
鯉
蘇
囎
灘
所
牧
藤
井
貞
幹
の
説
に
は

　
　
選
挙
、
内
篇
坊
舞
衣
唯
一
機
、
毎
舞
非
有
其
衣
、
年
中

　
　
行
事
書
内
宴
舞
圖
、
其
三
舞
三
者
、
與
在
後
房
者
、

　
　
三
衣
不
遇
、
亦
可
以
一
心
突
、

な
ざ
い
へ
れ
ご
、
こ
れ
等
は
墾
化
せ
し
後
の
風
を
以
て
逆

に
古
を
推
す
者
に
し
て
、
採
る
に
足
ら
す
。
（
貞
幹
は
ま
た



青
帯
入
筋
ご
あ
る
帯
を
領
中
ご
解
し
、
前
垂
ご
あ
る
を
循

か
ご
疑
へ
り
。
）

　
右
に
い
へ
る
こ
こ
ろ
の
み
を
以
て
し
て
も
、
舞
妓
の
服

制
は
李
安
初
期
i
中
期
（
？
・
）
ε
末
期
以
降
こ
の
間
に
著

し
き
鍵
遷
あ
り
し
を
知
る
べ
き
が
、
鎌
倉
以
降
に
及
ん
で

は
更
に
退
化
せ
し
も
の
な
ら
ん
ご
想
像
せ
ら
る
。
郎
ち
後

成
恩
道
悪
臼
の
次
第
に
は
、
「
末
額
、
挿
花
叙
、
尋
常
唐

衣
、
摺
裳
淺
履
」
ε
傳
へ
、
明
に
頭
飾
衣
服
等
の
中
古
よ

り
も
省
略
せ
ら
れ
し
云
過
を
察
せ
し
む
。
（
想
ふ
に
本
文
は

近
古
の
装
を
あ
げ
し
な
ら
む
。
）

　
按
ず
る
に
内
宴
女
樂
の
盛
な
り
し
は
、
朝
家
財
政
の
未

だ
甚
し
く
臨
れ
ざ
り
し
間
に
限
ら
る
。
さ
れ
ば
延
喜
天
暦

以
降
漸
く
に
し
て
衰
運
に
向
ひ
、
長
元
に
至
て
絡
に
康
せ

り
。
肇
螺
麗
釜
か
毛
藤
原
信
西
の
朝
に
培
し
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ゆ
　
　
　
　
エ

き
、
苦
心
経
螢
そ
の
復
興
を
試
み
し
か
ざ
、
舞
踊
、
服
飾

い
つ
れ
も
古
ご
同
じ
く
す
る
を
得
ざ
り
き
。
の
み
な
ら
す

行
は
る
、
こ
ε
二
年
に
し
て
兵
腸
宮
聞
を
黒
し
、
妓
舞
ま

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
塑
婁
覇
に
於
け
ろ
鱗
踊
に
つ
い
て
（
中
）

た
絶
え
π
り
。

　
註

（
・
）
弘
仁
四
舞
起
き
い
ふ
も
の
あ
り
。
鵬
諜
霧
幽

　
　
隷
巌
地
本
棄
だ
讐
な
け
慧
、
文
讐
録
四
仁
壽

　
　
四
年
正
月
己
丑
條
に
、
近
臣
賜
宴
の
こ
ミ
を
述
べ
て
、
「
預
雁

　
　
者
不
鼻
嵐
入
此
復
弘
仁
慰
美
所
謂
内
宴
者
也
」
ε
み
ゆ
。
こ

　
　
れ
に
よ
れ
ば
嵯
峨
の
朝
に
始
れ
る
こ
S
の
み
は
信
ず
べ
し
。

　
（
2
）
廿
一
－
三
日
の
間
に
於
け
る
子
日
を
以
て
行
ふ
ε
の
論
、

　
　
李
安
中
期
以
降
の
書
に
あ
れ
，
こ
も
、
そ
は
後
に
及
び
て
定
れ

　
　
る
慣
働
に
過
ぎ
ざ
ろ
こ
、
こ
、
弘
仁
以
降
の
事
實
に
徴
し
て
知
．

　
　
ら
る
。
貞
槻
の
こ
ろ
は
廿
｝
日
な
り
し
が
如
し
。

　
（
3
）
　
吋
腱
史
地
遡
こ
こ
十
・
四
之
｝
血
、
信
V
四
櫨
邸
二
六
－
七
｝
頁
、

（
4
）
兵
三
三
治
元
年
正
月
昔
條
に
、
「
會
内
宴
也
、
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四
献
之
聞
湊
舞
、
（
妓
女
装
束
、
櫻
五
、
紅
輩
、
藁
打
、
紅
張

　
　
袴
）
」
・
こ
み
ゆ
。
こ
れ
を
前
文
に
あ
け
し
績
教
訓
抄
、
こ
併
せ
見

　
　
れ
ば
、
服
制
の
推
移
甚
し
き
を
知
る
べ
し
。
面
し
て
本
文
の

　
　
趣
を
年
中
行
事
書
巻
ざ
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
趣
相
似
た
り
。

　
　
郎
ち
頭
飾
の
唐
様
を
繊
存
す
る
灘
を
除
き
、
彼
も
是
も
共
に

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
皿
O
一
　
（
一
〇
一
）



第
七
巻
　
研
究
　
挙
妥
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

　
　
國
風
化
せ
し
装
な
り
し
を
傭
ら
る
。

　
絡
に
少
し
く
七
B
節
會
、
内
宴
等
に
演
出
せ
ら
れ
し
舞

踊
の
曲
目
を
考
へ
ん
。
季
安
朝
の
初
期
に
於
て
は
恐
ら
く

そ
の
撰
澤
極
め
て
自
歯
な
う
し
な
ら
む
。
然
か
れ
こ
も
、

同
朝
の
中
期
以
降
は
そ
れ
に
反
し
、
殆
ご
豫
定
せ
ら
れ
し

数
曲
の
み
を
毎
年
反
覆
せ
し
に
過
ぎ
ざ
b
き
。
中
右
記
嘉

承
二
年
正
月
七
日
條
に

　
　
内
野
坊
別
當
大
納
言
鑑
定
卿
不
鼻
殿
於
軒
廊
取
舞
妓

　
　
奏
、
囎
舞
妓
進
言
壷
、
難
馬
繋
饗
樂
、
五
曲
了

　
　
退
露
、

　
か
く
の
如
き
例
見
え
て
、
江
家
次
第
谷
二
七
日
櫛
會
條

に
識
す
る
三
・
う
ま
蕎
じ
。
揺
総
欝
欝
鵜
舞
擶

賞
。
皇
帝
、
喜
春
樂
の
箏
曲
は
蘇
合
、
團
鋤
旋
、
陵
王
、

抜
頭
の
四
種
ご
共
に
中
古
最
も
愛
賞
せ
ら
れ
し
が
如
し
。

（
訟
訴
憲
の
口
遊
惜
樂
に
あ
げ
し
諦
文
に
み
ゆ
）
。

　
　
　
　
　
　
F

五
　
敷
坊
制
度

　
　
　
　
　
　
　
栖
4
5
　
幅
號
　
　
　
一
〇
二
　
（
｝
〇
二
）

　
朝
儀
に
出
演
す
べ
き
舞
妓
を
養
成
す
る
こ
こ
ろ
は
内
敷

言
霊
懲
齪
蹴
岱
普
賢
に
し
て
、
上
夢
2
一
當
こ
い

ひ
、
鞠
育
を
翻
す
る
大
中
納
言
を
以
て
そ
の
任
に
充
て
ら

る
。
辮
風
隠
鐙
直
穿
は
妓
女
の
み
な
ら
す
し
て
、

舞
童
爆
音
聲
人
等
を
も
警
せ
り
き
。
韓
雑
費
鱒
誕

郷　
中
古
の
制
に
よ
れ
ば
、
坊
に
傳
習
生
五
十
人
あ
り
◎
技

　
　
　
　
　
　
　
　
D

に
熟
せ
る
も
の
を
師
こ
し
て
訓
育
せ
し
む
。
師
は
日
常
敷

授
の
こ
ご
に
從
ふ
に
留
ら
す
、
舞
妓
の
朝
儀
に
出
演
す
る

者
を
監
視
指
導
し
た
う
。
江
家
次
第
懇
二
、
七
日
節
會
條

に
、

　
　
舞
妓
等
融
解
壷
、
・
○
巾
略
舞
五
曲
、
働
献
嚇
｝
曲
、
舞

　
　
師
一
入
以
大
拍
子
進
舞
藁
下
敷
節
度
、
毎
一
舞
了
舞

　
　
姫
居
、

　
な
ざ
い
へ
る
に
て
知
る
べ
し
◎
か
く
て
毎
年
初
春
七
臼

の
節
天
皇
南
殿
に
御
し
て
叙
位
臼
馬
御
覧
の
儀
を
行
は
れ

群
臣
賜
宴
の
際
に
臨
み
舞
妓
の
謁
見
あ
り
。
　
コ
ご
節
會
次



第
」
礫
欝
に
記
し
て
い
誉
、
麟
節

　
　
天
皇
御
南
殿
、
（
中
略
）
内
辮
奏
叙
位
宣
命
、
（
中
播
）

　
　
賜
位
記
於
叙
人
、
（
中
略
）
粒
選
白
馬
奏
、
（
中
略
）
白

　
　
馬
渡
、
（
中
略
）
内
膳
供
御
膳
、
彫
雌
舶
南
（
中
略
）
乱
臣

　
　
下
飯
汁
、
（
中
略
）
次
供
一
献
、
賜
臣
下
、
（
以
下
三
献

　
　
ま
で
あ
り
）
入
眼
舞
妓
奏
、
（
内
敷
坊
別
當
下
レ
殿
、
於
二

　
　
坤
角
壇
上
↓
召
二
外
記
一
催
奏
、
（
中
略
）
次
將
持
墾
奏
、

　
　
（
中
路
）
別
當
見
奏
加
署
、
（
中
略
）
昇
殿
村
二
内
侍
一
復

　
　
座
、
（
中
略
）
次
舞
妓
参
進
、
次
舞
妓
拝
、
（
下
賂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ケ
ノ
ソ
ウ

當
日
内
壁
坊
別
當
の
奏
す
る
ε
こ
ろ
の
者
を
坊
家
奏
こ
い

ひ
、
前
年
傳
習
の
舞
曲
及
受
殺
妓
女
の
名
を
蕨
す
る
文
な

り
ε
す
。

然
れ
ざ
も
後
世
に
至
て
は
、
全
然
形
式
こ
な
り
て
残
れ
る

の
み
。
試
み
に
幕
末
の
例
を
あ
ぐ
れ
ば
橋
本
實
麗
卿
記

午
下
窒
脚
欝
祝
言
製
に
い
？
、

　
　
　
　
内
敷
坊
謹
奏

　
　
　
　
　
合
舞
妓
四
十
部
（
？
）

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
挙
安
覇
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

皇
帝
破
陣
樂

玉
樹
後
庭
花

赤
臼
桃
李
野

鶴
　
歳
　
樂

喜
　
春
樂

石
川
岸
子
　
伊
勢
海
子
　
藤
井
榮

子
　
紀
史
子
　
（
中
略
）

（
中
略
）
　
櫻
田
花
子
　
石
上
太
子

青
海
波
子
　
星
川
影
子

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
豊
）

御
池
魚
子
　
吉
野
櫻
子

貞
節
子
　
調
律
子

不
破
世
子
　
磯
部
松
子

酒
部
盛
子
　
（
慧
智
）
　
春
日
永
子

寒
晒
綾
子
　
（
中
略
）
　
大
藏
牧
子

右
依
レ
例
謹
奏
如
レ
件

　
嘉
永
四
年
正
月
七
日

　
遭
い
ふ
ご
こ
ろ
の
舞
妓
は
す
べ
て
そ
の
人
あ
る
に
あ

　
ら
す
、
悉
く
作
名
な
る
べ
き
は
一
見
し
て
こ
れ
を
察

　
す
る
に
足
ら
む
。

か
く
て
既
に
傳
習
成
業
の
舞
妓
は
そ
の
後
に
於
け
る
勤

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
一
〇
三
（
一
〇
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
平
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

勢
或
．
は
技
術
等
に
よ
り
位
階
を
賜
ふ
こ
ご
古
く
よ
り
の
例

な
り
き
。

（
一
）
是
日
有
勅
授
内
属
坊
侶
女
舟
人
朝
臣
貞
刀
自
從
五

位
下
、
（
績
日
本
後
歯
承
和
十
二
年
正
月
丁
卯
條
）

　
　
（
十
｝
年
正
月
庚
子
條
に
も
鷲
敷
坊
妓
女
石
川
色

　
　
子
從
五
位
に
叙
せ
ち
る
、
こ
ご
出
づ
）

へ
二
｝
女
叙
位
0
中
略
從
四
位
下
藤
原
朝
臣
能
子
（
典
侍
）

　
0
申
略
從
五
位
下
塗
朝
臣
豊
子
（
御
機
殿
藏
人
）
大
中
臣

　
朝
臣
吉
子
（
内
勲
坊
×
中
右
記
長
承
三
年
正
月
九
日
條
）

（
三
）
釜
日
女
叙
位
也
、
余
始
奉
仕
執
筆
、
○
中
略
從
五

　
位
下
藤
原
朝
臣
朝
子
（
掌
侍
）
O
中
略
中
原
朝
臣
全
子

　
（
内
敷
坊
）
（
玉
葉
安
元
二
年
正
月
十
一
日
條
）

（
四
）
外
記
邊
女
叙
位
聞
書
○
中
謄
從
五
位
下
橘
知
子
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

侍
（
四
人
省
レ
之
）
源
仲
子
内
敏
境
、
（
園
太
暦
貞
和
二

年
正
月
九
田
條
）

ハ
五
）
早
旦
女
叙
位
聞
書
到
來
、
無
殊
事
歎
、
從
五
位
上
藤

原
家
子
典
侍
（
入
人
省
レ
之
）
外
揚
五
位
下
守
山
茂
子

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

　
　
励
教
三
三
苔
子
蝕
山
上
雪
子
醐
（
下
賂
）
（
同
書
六
年
正

　
　
月
九
日
條
）

　
雪
颪
の
例
を
以
て
見
れ
ば
、
位
階
は
從
五
位
下
を
恒
こ

せ
る
を
知
る
べ
し
。
そ
の
位
記
歌
に
記
さ
る
べ
き
慎
例
の

献
言
ま
た
諸
書
に
み
え
元
う
。

　
　
　
　
舞
妓

　
　
中
務
伎
妙
柳
技
、
齢
老
梨
園
、
瓢
薄
羅
而
腰
島
、
赴

　
　
急
管
理
骨
頭
、
宣
授
当
盤
以
鞍
敷
坊
可
依
（
前
例
主

　
　
者
旋
行
）
柱
○
翻
簾
鋤
雅
量
に
よ
、
。
、

　
こ
れ
等
は
淀
い
そ
の
一
例
に
過
ぎ
ざ
れ
ご
、
叙
位
の
典

に
浴
す
る
こ
ビ
の
容
易
な
ら
ざ
る
を
想
は
し
む
。

　
註？
）
薯
記
＋
二
番
青
磁
揉
に
、

　
　
内
教
妨
　
頭
頂
　
申
臣
静
子

　
　
　
慮
和
四
、
二
、
二
十
九
、
別
當
湊
．
補
五
節
師
以
内
侍
宣

　
　
　
被
仰
本
入
三
所
侍
所
、
三
三
舞
姫
旧
師
、

　
　
本
文
の
例
は
既
に
蕾
欄
の
鍛
れ
そ
め
し
後
の
も
の
に
す
ぎ
ざ

　
　
れ
さ
、
先
叢
の
妓
女
よ
り
師
を
撰
定
す
ご
い
ふ
は
自
然
の
径



　
路
な
の
5
す
。

（
2
）
園
太
唇
の
二
例
は
蓬
に
後
世
の
も
の
な
れ
さ
も
、
制
度
の

　
愚
存
を
示
す
に
足
る
べ
し
。
特
に
貞
和
六
年
の
二
名
は
假
作

　
の
人
物
な
る
h
、
〕
窪
く
思
は
る
。
こ
れ
を
葡
文
に
引
け
る
幕
末

　
の
そ
れ
ご
併
せ
考
ふ
る
ミ
き
，
教
坊
制
度
の
全
く
察
文
化
す

　
る
に
至
り
し
時
代
の
歌
を
察
せ
し
む
。

　
　
　
穴
　
五
節
舞
の
推
移
（
上
）

　
内
書
坊
所
定
の
舞
踊
成
業
者
に
よ
っ
て
演
出
せ
ら
る
、

女
樂
ご
相
了
し
て
、
中
古
の
宮
廷
に
行
は
れ
し
も
の
は
五

飾
舞
な
り
ビ
す
。
五
節
の
名
義
に
つ
い
て
は
古
來
諸
説
あ

る
も
、
未
だ
確
信
す
べ
き
も
の
を
号
す
o
D

　
さ
り
な
が
ら
そ
の
舞
襟
が
國
風
の
も
の
な
り
し
こ
ご
は

相
署
す
る
に
難
か
ら
す
。
強
記
三
代
格
審
四
に
載
す
る
弘

仁
十
年
十
二
月
廿
一
日
の
太
政
官
符
に
い
は
く
、

　
　
　
　
定
雅
樂
琴
師
数
理

　
　
舞
師
四
人
、
醸
噸
七
福
灘
鰍
、
畑
臓
新
羅
樂
師
□

　
　
入
、
（
下
略
）

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
準
縄
潮
…
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

　
本
丈
の
書
き
謹
ね
や
う
よ
り
し
て
考
ふ
る
も
、
五
笛
舞

が
大
陸
交
化
に
煮
れ
て
生
れ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
想
ふ

い
ふ
ま
で
も
な
く
奈
良
、
李
安
初
期
等
の
外
來
文
化
潟
仰

時
代
に
於
て
は
そ
の
手
法
等
に
唐
檬
の
修
飾
を
加
へ
ら
れ

し
こ
ご
は
あ
る
べ
し
。
さ
れ
ご
こ
の
舞
の
考
案
者
が
天
武

帝
な
り
ε
傳
ハ
、
ら
れ
し
こ
ご
は
、
そ
の
原
始
の
襟
式
を
考

ふ
る
上
に
於
て
重
要
な
る
事
實
な
る
べ
き
を
信
ず
。
何
ビ

な
れ
ば
、
帝
は
天
移
監
ご
異
な
り
、
少
な
く
も
骨
面
に
著

し
く
國
粋
主
義
の
聖
慮
を
有
し
給
へ
り
し
こ
ご
何
人
も
否

認
し
難
か
ら
む
Q
し
か
も
そ
の
舞
が
後
世
ま
で
雌
鶏
、
諸

縣
舞
な
．
定
心
す
る
も
の
ピ
同
列
に
置
れ
し
こ
ビ
は
、
上
の

推
論
ご
相
倹
っ
て
、
五
欝
欝
の
本
妻
を
國
風
の
も
の
ご
解

せ
し
む
る
カ
あ
る
べ
し
Q
或
は
い
ふ
、
五
笛
の
起
原
を
天

武
帝
に
露
す
る
の
説
は
俗
見
に
し
て
、
吉
野
聖
女
の
説
語

も
雄
略
帝
の
吉
野
行
幸
の
ご
き
堂
女
を
舞
は
し
め
給
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

乙
よ
り
博
覧
せ
る
な
b
ご
。
趨
れ
こ
も
こ
の
説
は
全
然
採

る
に
足
ら
ざ
る
こ
だ
、
績
日
本
紀
＋
五
天
李
十
五
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
回
　
　
　
一
〇
五
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
畢
寝
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
巾
）

癸
一
條
に
皇
太
子
の
こ
れ
を
舞
ひ
給
へ
る
を
叙
し
、

　
　
宴
群
臣
内
裏
、
○
中
略
右
大
臣
橘
諸
兄
奉
詔
、
奏
太
上

　
　
天
皇
日
、
○
中
略
飛
鳥
浄
御
事
宮
爾
大
入
愚
察
知
志
聖

　
　
乃
天
皇
命
○
三
略
此
乃
舞
乎
始
艶
麗
造
宮
比
伎
等
聞
食
氏
、

　
　
O
中
略
皇
太
子
斯
王
爾
學
志
倉
荷
氏
云
々
、

　
か
く
の
如
き
一
節
み
ゆ
。
さ
れ
ば
天
武
帝
の
勅
作
な
り

ε
の
説
は
夙
に
奈
良
時
代
に
存
せ
し
も
の
に
し
て
、
少
な

く
こ
も
時
人
の
承
認
せ
し
ご
こ
ろ
な
り
し
は
明
な
り
。
故

に
調
て
こ
れ
を
否
定
せ
ん
が
だ
め
に
は
、
更
に
極
め
て
有

力
な
る
反
謹
を
あ
げ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
次
に
考
ふ
べ
き
は
舞
の
曲
貝
な
れ
ざ
も
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
何
等
確
率
な
る
脊
ハ
料
を
得
す
。
た
や
安
倍
季
爾
の
「
樂

家
録
、
捲
憶
、
　
第
二
十
、
舞
姫
之
事
」
條
に
、

　
　
　
卜
　
　
7

　
　
舞
姫
有
大
嘗
曾
遊
五
飾
鼠
舞
之
、
　
其
外
無
用
…
之
、

　
　
○
中
略
至
近
謂
折
柳
梅
花
曲
云
々
，
紐
就
糖
螂
噛

　
本
文
に
し
て
信
ず
べ
く
ん
ば
、
そ
の
一
曲
名
は
知
ら
る

べ
し
。
さ
れ
ざ
予
は
輕
信
を
揮
る
。
　
伝
導
杖
取
眼
脈
蝸
廊
一
坐

　
　
　
　
　
　
　
櫨
〃
　
一
　
號
　
　
　
一
〇
晶
ハ
　
（
一
〇
六
）

鶉
灘
瞬
螺
る
舞
模
の
詳
細
に
去
て
は
、
更
に
徴
す
べ
き

も
の
な
し
。
故
事
要
略
懇
二
十
七
確
確
西
宮
記
の
辰
臼
新

嘗
會
條
に
は
、
「
次
五
節
舞
姫
出
ゾ
自
二
御
座
西
方
一
列
二
於
御

前
庇
↓
（
毎
舞
姫
各
有
二
歯
型
姫
…
）
舞
重
量
有
五
節
、
五
節

一
廻
、
倉
五
廻
畢
」
ご
み
ゆ
Q
右
の
趣
に
よ
れ
ば
、
舞
の

始
絡
は
五
段
に
分
た
れ
、
一
廻
す
る
間
に
そ
の
一
段
づ
、

の
舞
標
を
な
す
者
な
る
べ
し
。
而
し
て
こ
の
舞
踊
法
が
い

つ
れ
の
頃
ま
で
正
確
に
傳
へ
ら
れ
し
か
を
徴
す
る
は
、
最

も
興
味
あ
る
問
題
な
り
こ
す
。
政
事
要
要
略
費
七
に
は
吏

部
王
記
承
李
四
年
十
一
月
二
十
日
條
を
引
い
て
、

　
　
申
一
剋
上
御
簾
中
、
○
中
略
雨
降
、
仁
者
避
雨
昔
聲

　
　
断
絶
、
O
中
略
五
節
舞
畢
、
右
大
臣
直
隠
記
数
、
云

　
　
燈
絡
、
大
臣
云
年
二
毛
奏
、
五
六
十
絡
、
而
…
近
年
如
…

　
　
是
、
舞
急
也
、
上
已
還
寝
内
侍
亦
不
留
（
下
路
）

　
こ
れ
に
よ
る
ご
き
は
當
時
無
に
五
二
の
舞
曲
が
漸
く
人

に
飽
れ
っ
、
あ
り
し
ビ
畳
ゆ
。
從
て
出
演
者
も
漸
次
眞
摯

な
ら
ざ
る
に
至
り
し
ご
見
え
、



　
　
今
日
新
嘗
會
、
0
中
略
女
官
四
人
取
脂
燭
副
柱
立
、

　
　
皇
女
群
居
御
階
間
簑
子
種
、
狼
籍
殊
甚
、
O
中
略
舞

　
　
姫
進
出
舞
、
○
中
略
如
レ
不
レ
舞
、
同
散
樂
、
（
小
右
記
寛

　
　
仁
元
年
十
一
月
二
十
二
日
條
）

　
か
、
る
傾
向
は
漸
く
そ
の
度
を
加
へ
残
り
し
か
ざ
、
王

朝
の
末
ま
で
は
、
舞
…
機
も
殆
ざ
完
全
に
傳
へ
ら
れ
、

　
　
　
　
見
五
笛
舞
姫

　
　
豊
明
臨
戦
其
書
聖
、
仙
樂
旨
々
依
奮
齊
、
金
翠
粧
嬌

　
　
琴
曲
奏
、
綺
羅
衣
重
量
腰
低
．
禮
儀
堂
上
霜
初
臼
、

　
　
罷
宴
櫻
前
月
欲
レ
西
、
愚
母
此
中
孚
得
レ
去
、
黄
酪
清

　
　
酒
足
相
携
、
　
（
本
朝
無
題
詩
憲
二
所
載
、
關
自
忠
通

　
　
作
）

指
導
者
な
く
て
は
舞
ひ
得
ざ
る
如
き
失
態
は
あ
ら
ざ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

鎌
倉
以
降
に
は
出
演
者
舞
を
よ
く
せ
ざ
る
も
の
多
く
、
南

北
朝
以
降
そ
の
技
全
く
絶
え
π
り
Q
の

　
註
　
（
－
）
五
節
の
名
義
は
古
來
論
論
あ
る
如
き
も
そ
の
著
名
な
る
も

　
　
　
第
七
谷
　
研
究
　
亭
安
目
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

　
の
二
種
あ
り
。
雪
持
に
よ
れ
ば
「
繋
袖
五
言
故
謂
之
五
節
」
－
こ

な
し
、
籍
欝
錫
舗
説
に
て
は
左
氏
嚢
簾
公
・
兀

　
年
を
ひ
き
「
五
節
（
五
聲
之
節
）
」
の
鰍
節
に
診
て
、
そ
の
説
立

　
つ
。
大
塚
氏
い
は
く
、

　
　
邊
遽
本
宋
中
聲
ε
云
な
り
、
此
程
よ
き
時
に
樂
を
終
ら
ざ

　
　
れ
ば
其
調
子
…
…
－
後
に
は
鼠
舞
の
如
な
る
是
を
鄭
衛
の

　
　
淫
酒
ミ
云
ひ
て
実
子
の
悪
む
所
也
…
…
…
萬
の
事
調
子
に

　
　
乗
て
程
を
過
さ
ぬ
を
五
節
の
舞
樂
に
表
し
て
…
…
…
五
節

　
　
ミ
云
な
り
。
（
蒼
梧
随
筆
巷
三
）
天
明
五
年
の
稿
ε
い
ふ

　
月
令
の
傳
ふ
る
一
こ
こ
ろ
も
、
確
謹
ミ
は
し
が
た
け
れ
㌦
ご
、
大

　
野
盗
の
見
は
附
會
の
論
な
る
べ
し
。
舞
踊
が
暴
風
の
も
の
な

　
る
や
う
に
認
め
ら
る
・
よ
り
考
へ
て
、
名
の
み
に
こ
ざ
ム
＼

　
し
き
出
典
あ
り
霊
も
思
は
れ
す
。

（
2
）
古
事
記
傳
巻
四
十
一
、
雄
略
帝
條
に
い
つ
。

（
3
）
　
玉
蘂
嘉
禎
二
年
十
一
月
十
二
日
條
に
、
「
此
日
五
節
帳
肇
試

　
也
、
（
○
中
略
）
次
舞
雄
立
舞
，
（
大
師
相
割
扶
持
之
）
次
殿
上

　
人
鳳
舞
」
－
こ
い
へ
る
は
そ
の
一
蓋
Σ
す
べ
し
。

（
庄
）
近
代
宮
廷
に
傳
へ
ら
れ
た
る
舞
姫
の
演
技
は
、
全
く
形
式

　
に
留
れ
る
者
に
し
て
何
等
の
傅
統
或
は
意
義
あ
る
こ
ミ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
第
　
桶
號
　
　
　
一
〇
七
　
（
嚇
〇
七
）



　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
挙
動
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
に
つ
い
て
（
中
）

慶
橋
内
府
糠
胤
の
八
椀
記
元
甕
年
＋
万
二
＋
吾
條
に

　
　
　
　
　
ゼ

盆
萌
讐
也
（
中
略
）
舞
蓄
於
東
庭
作
輪
轟
漿
大

　
（
中
略
）
　
内
教
坊
舞
妓
出
、
奇
異
也
、
依
レ
無
二
五
笛
一
有
二
此
事

　
一
鰍
．
名
欝
鑑
禺
彷
彿
一
其
事
絡
別
也
、
不
レ
足
レ
言
鰍
、
（
中
略
）
坊

　
家
舞
妓
新
儀
之
上
人
以
嘲
L
弁
之
械
総
噺
絡
之
舞
作
レ
輪
流
例

　
也
．
（
中
略
）
大
祀
之
時
吉
志
舞
亦
作
輪
、
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヒ
ノ
サ
マ

本
文
に
よ
る
ε
き
は
舞
様
は
軍
に
輪
圏
を
謎
き
っ
・
式
揚
を
め

ぐ
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
ら
む
。
（
長
谷
卿
の
語
ら
れ
た
る
唱
こ
こ
ろ

も
こ
れ
に
岡
じ
）
そ
の
度
撒
は
前
文
三
匝
ξ
あ
れ
一
ご
五
同
に
及

べ
る
も
見
ゆ
。
そ
は
賓
唇
三
年
十
圃
月
十
七
日
條
に
い
は
く
、

○
内
前
公
記
今
B
の
條
に
も
「
舞
妓
二
人
…
…
－
五
節

近
年
再
興
之
塵
、
無
異
無
事
相
濟
、
喜
悦
云
々
」
ミ
あ
り
。

　
今
夜
豊
明
節
會
也
（
中
略
）
舞
妓
二
人
自
二
南
膳
束
方
巴
進
出

　
閲
司
引
導
、
女
濡
二
入
差
二
脂
燭
一
（
舞
女
假
用
＝
省
内
駈
使
途

　
女
房
一
）
於
御
庭
間
作
レ
輪
五
匝
、
醗
袖
五
度
、
此
間
大
歌
入
嚢
二

　
歌
笛
∵
：
…

な
、
こ
い
へ
る
も
の
こ
れ
な
り
。
近
く
大
正
即
位
の
儀
に
行
は
れ

し
も
の
も
こ
の
形
式
に
基
け
る
に
過
ぎ
ざ
る
如
し
・

第
　
一
號
　
　
　
一
〇
入
　
（
一
こ
入
）


